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Ⅴ　結論
　前述したように、福祉サービス第三者評価事業は開始から10年になろうとしているが、受審保育
所数はまだ少なく、受審の成果を検証する研究も見られない。本研究は、受審者側の効果や変容を
質問紙調査を通して分析したに過ぎない。これは第三者評価事業研究の一端であり、本事業のシス
テムを的に検証していくためには、①評価機関及び評価調査者の資質に関する研究、②各都道府県
設置の推進組織の活動に関する研究、③評価基準や評価項目の妥当性に関する研究、④受審した施
設（本研究では保育所）の効果や変容に関する研究、⑤未受審の施設の第三者評価に関する意識調
査、⑥上記の１から５をまとめた第三者評価に関する総合的な研究等、多様な側面のアプローチが
必要である。そして、それらと連動して保育の質とその評価を問う研究がある。
　このような状況であるが、本研究で得た結論を次に示しておきたい。
１．第三者評価の受審は、現状では市町担当課の指導の下で行われており、保育所側からの自発的
な受審にはなっていない。
２．受審に当たっては、膨大な資料を作成しなければならない。これが受審保育所の負担となって
いる。今後は評価項目・基準を精選する必要がある。また、数量的な精選だけでなく、用語を平
易に変えていく必要がある。さらに、用語は一定の保育観を表現するものであるから、特定の保
育を偏重し保育を均質化するような用語の使用は避けるべきである。
３．受審自体は、保育の質の向上に一定の役割を果たしている。特に、子どもの保育内容や環境、
園の理念の見直し、職員間の連携や協働においてその効果が見られた。その一方で、保護者との
コミュニケーションや地域との連携といった対外的な側面での効果は顕著に現れなかった。
４．受審保育所の実践を適切に理解するためには、コミュニケーションが求められる。これは調査
者と園側双方に求められるものである。
５．第三者評価は保育の質を評価する手立ての一つに過ぎない。エピソード記録を活用するなど保
育者自身が自らの成長を実感することが保育の質の評価に繋がる。
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